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G-27 経口投与が可能な場合に対するブロムヘキシン塩酸塩【注射液】の

算定について 

 

《令和 6 年 12 月 5 日新規》 

 

○ 取扱い 

 次の傷病名で経口投与が可能な場合に対するブロムヘキシン塩酸塩【注

射液】（ビソルボン注等）の算定は、原則として認められない。 

 ⑴ 上気道炎（急性・慢性） 

 ⑵ 咽頭炎（急性・慢性） 

 ⑶ 喉頭炎（急性・慢性） 

 

○ 取扱いの根拠 

 ブロムヘキシン塩酸塩【注射液】（ビソルボン注等）の添付文書の効能・

効果は「経口投与困難な場合における下記疾患ならびに状態の去痰（下記

疾患ならびに状態：肺結核、塵肺症、手術後）」及び「気管支造影後の造影

剤の排泄の促進」である。 

 また、保険医療機関及び保険医療養担当規則第二十条第四項のイに「注

射は、次に掲げる場合に行う。」とあり、⑴に「経口投与によって胃腸障害

を起すおそれがあるとき、経口投与をすることができないとき、又は経口

投与によっては治療の効果を期待することができないとき。」とある。 

 以上のことから、上気道炎（急性・慢性）、咽頭炎（急性・慢性）、喉頭

炎（急性・慢性）で経口投与が可能な場合に対する当該医薬品の算定は、

原則として認められないと判断した。 

 


